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「中期経営計画 2030」策定に関するお知らせ 

  

当社は、2025 年 12 月期から 2030 年 12 月期までの６ヶ年を対象とする「中期経営計画 2030」を策定

し、本日開催の取締役会において、決議いたしました。新たに策定した「Kanro Vision 2.0」と共に、下

記のとおりお知らせいたします。  

記 

１．「Kanro Vision 2.0」について 

当社は、事業環境の変化と当社の現状・課題を踏まえ、新たに「Kanro Vision 2.0」を定めまし

た。「Kanro Vision 2.0」は、企業パーパス「Sweeten the Future 心がひとつぶ、大きくなる。」の

下、ビジョン(あり姿)「Sweet な瞬間を創り続けることで人々と社会に笑顔を。」と４つのバリュー

「Sweet な瞬間を創造する」「事業基盤を変革する」「未来へ紡ぐ」「創発的な組織の更なる進化」から

なり、今後の当社の進む方向性を示したものです。 

 

２．「中期経営計画 2030」の概要 

 (1)位置づけ 

    当社は、2024 年を最終年度とする「中期経営計画 2024」において、グミを成長エンジンに過去最

高売上高を更新する等、財務指標は目標を大きく上回りました。しかしながら、グミ市場の拡大が続

く中、国内シェア拡大に向けた生産キャパシティの増強、更なる成長に向けた事業基盤変革が課題で

あると認識しております。 

   かかる状況を踏まえ「中期経営計画 2030」は「国内グミ事業を中心に更なる成長を実現するとと

もに、持続的成長のための事業領域拡大・ビジネスモデル拡張を進める」期間と位置づけておりま

す。 

 

(2)主要施策 

 「Kanro Vision 2.0」で掲げた「４つのバリュー」につき、以下の施策を推進します。 

  ①Sweet な瞬間を創造する 

   ・イノベーション促進に向けた投資 

・顧客起点による４つの価値を提供 

    ・ブランド基軸経営の推進 

 ②事業基盤を変革する 

  ・グローバル事業の拡大 

・ヒトツブカンロ事業の拡充 

・EC による高収益事業スキームの確立 

・リアルとデジタルの融合によるカンロファンの醸成・LTV 向上 
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 ③未来へ紡ぐ 

  ・糖の正しい知識の普及活動の推進 

  ・環境負荷低減策の推進 

  ・食の安全・安心 

  ・人権の尊重・ダイバーシティの推進 

  ・持続可能な経済価値創出モデルの構築 

 ④創発的な組織の更なる進化 

   ・パーパスドリブンの実践 

・チャレンジと成長を促す人事制度の整備 

・働きがいのある職場環境の整備と業務効率化の推進 

 

(3)主要指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 詳細につきまして添付資料をご覧ください。 

 

以 上  
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AGENDA
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中期経営計画2024の振り返り

事業環境認識

2-1  市場動向

2-2 当社の現状・課題

Kanro Vision 2.0

中期経営計画2030

4-1 事業戦略骨子

4-2 事業戦略

4-3 サステナビリティ・経営基盤

4-4 財務・資本戦略
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1. 中期経営計画2024の振り返り

3
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分類 指標 中計2024目標 2024年実績 振り返り

財務指標

売上高成長率
(年平均成長率)

5% 以上

コア 3%以上
他   30%以上

13.8%

コア 12.7%
他    40.9%

⚫ のど飴需要の高まりを背景とした飴カテゴリーの復調
⚫ 高い成長を継続するグミカテゴリーの販売拡大
⚫ コア事業、ヒトツブカンロ事業を中心に売上高は大幅に増加

営業利益率 7% 13.5%

⚫ 原材料・資材の価格高騰、エネルギー費・物流費の上昇に、
価格改定等にて対応

⚫ 大幅増収の実現による限界利益の増加＞固定費及び販管費の
増加

ROIC 7.5% 以上 20.5%
⚫ 資本コストを意識した投資基準による設備投資実行
⚫ B/Sマネジメント（政策保有株式縮減）
⚫ KanROICツリーによる全社でのKPI管理・ROIC経営推進

非財務指標

CO2排出量(*)
 (Scope1, 2, 3合計)

262.4 
t-CO2 /億円

309.3
t-CO2 /億円

⚫ 自社3工場全て再生可能エネルギー切替完了
⚫ 生産、販売、設備投資額の増加に伴うCO₂ 排出量の増加

糖に対する
正しい価値の訴求活動

800万人 939万人
⚫ 人流回復に伴う工場見学、食育活動等の各種イベント実施
⚫ 健康志向の高まりによるオウンドメディア「Sweeten the 

Future」へのアクセス数増加

従業員エンゲージメント
スコア

55% 51.9%
⚫ パーパス浸透施策、人事制度改定等実行
⚫ FY21時点49.3%から2.6ポイント向上したが未達

中期経営計画2024 (FY22~24) | ①定量目標の振り返り

財務指標は目標を大きく上回って達成、非財務指標は一部未達

（*）売上高当たり原単位4
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グミを成長エンジンに、過去最高売上高を更新
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売上・構成比の推移（億円）

中期経営計画2024

飴 グミ その他（素材菓子・他）

中期経営計画2024 (FY22~24) | ②売上・構成比の推移

売上増加率 / FY21  24

 ■ 飴     ：＋31.1％

 ■ グミ    ：＋72.5％

■ その他：＋ 6.4％

5
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2-1. 市場動向

6

2. 事業環境認識
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当社を取り巻く環境は目まぐるしく変わり続けている

環境分析

マクロ環境の変化（メガトレンド） 当社を取り巻く事業環境の変化

社会

少子高齢化・人口構造のシフト

ライフスタイルの多様化

健康への関心の継続的高まり

テクノロジー 人工知能と自動化の進展

環境 気候変動対応の加速

経済

インフレ

消費の二極化

政治 地政学的な緊張

国内人口の縮小
（菓子市場全体は長期的には縮小・

人材獲得競争の激化）

グミ喫食人口の拡大・競争激化
（市場活性化によるブーム・

世代効果によるグミ喫食者の増加）

CXデザインの重要性の高まり
（体験価値・情緒的価値の重視）

健康・ウェルビーイング関連需要の拡大
（「糖質」に対する意識の変化、

食を通じた心身の健康）

求められるサステナブルな生産と消費

7
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合計

3,501
億円

1,016 1,045 1,069 986 914 982 1,113 1,236

555 606 619
569 635

783

972
1,138 593

638 680
540 475

464

527

619

458
467

477

454 436
439

470

507

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

キャンディ市場はグミが牽引し、大きく拡大

8

飴

グミ

錠菓・清涼菓子

その他
（キャラメル・ソフト他）

1.5％

出所：インテージSRI＋ 組成別・小売販売金額 ※「ハードキャンディ」は本資料中ではすべて「飴」と表記

国内キャンディ市場規模推移（小売販売金額）

合計

2,622
億円

CAGR

0.6％

10.8％

2.8％

CAGR

4.2%

市場動向 | 国内キャンディ市場



Copyright © 2025 Kanro Inc.  

市場動向 | 国内キャンディ市場

グミの販売数量増加が最大の成長ドライバー

9

販売数量（2017年＝100）販売単価（2017年＝100）

*2017年の値を100とした時の指数推移 出所：インテージSRI＋のデータを基に当社作成
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市場動向 | 国内グミ市場 ①市場規模

グミ市場は2030年に1,500億円程度まで成長すると予測

10

グミ市場規模推移の背景 グミ市場規模の推移と将来予測（小売販売金額ベース）

需要側
要因

• 幅広い世代にグミ喫食人口が拡大

• コロナ禍の在宅需要がその後も定着

• ガム等の他カテゴリーからの流入

• 1人当たり購入額の増加

供給側
要因

• 国内メーカーの積極的な新商品投入

• 国内メーカーの生産体制増強

（当社も2019年松本工場新グミライン
稼働、2024年同工場を拡張）

• 輸入グミの販売拡大

出所：実績はインテージSRI＋将来予測は当社にて試算

単位：億円

2030年

1,500億円 
程度

（*当社試算値）
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38.9

47.6 45.7 47.5

41.7

29.5 28.8

49.3
53.2 54.3

62.3
58.4

39.9

33.5

全世代 ～19才 20～29才 30～39才 40～49才 50～59才 60才～

市場動向 | 国内グミ市場 ②市場拡大の要因

世代効果によるグミ喫食人口の増加に加え、

1人当たりグミ消費金額も増加

11

世代効果によるグミ喫食人口の増加 1人当たりグミ消費金額の増加

世代別購入率

出所：インテージ旧SCI

年間購入額（ 1人当たり）

2024年
2014年単位：% 単位：円

出所：インテージ旧SCIを基に当社にて試算

約2倍

グミ市場の拡大

689

1,377

2014 2024
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]

市場動向 | 国内飴市場

飴市場は底堅いのど飴需要により

2030年は1,200億円程度と予測

12

飴市場規模推移の背景 飴市場規模の推移と将来予測（小売販売金額ベース）

需要側
要因

• コロナ禍

マスク着用により飴喫食シーン減少

• アフターコロナ

人流回復により飴需要全体が回復

• 健康意識の高まりによるのど飴需要
の増加

供給側
要因

• 業界再編による製造メーカーの減少

• ロングセラー商品の終売

出所：実績はインテージSRI＋ 将来予測は当社にて試算

単位：億円

2030年

1,200億円 
程度

（*当社試算値）

1,200 
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市場動向 | 国内飴市場（のど飴）

飴市場はコロナ以降、のど飴が市場拡大を牽引

今後も健康意識の高まりによるのど飴需要は継続と予測

13 出所：インテージSRI＋のデータを基に当社にて作成 

]

単位：億円

483 505 534 497 435 475
575

670

533 540 534
490

479
507

538

566

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

のど飴 のど飴以外

飴市場 のど飴・のど飴以外の規模推移（小売販売金額ベース）

1,016

1,236

1,113
1,069

986 982
914

1,045
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2-2. 当社の現状・課題
2. 事業環境認識

Copyright © 2025 Kanro Inc.
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当社の国内市場シェア

キャンディ市場でシェアNo.1、グミ市場ではシェアNo.2

15

キャンディ*2 グミ 飴

当社シェア（2024年*1）

12.1%

15.9% 19.4%

1,138億円 1,236億円3,501億円

出所：インテージSRI＋
*1. 2024年小売販売金額ベース

*2. 飴/グミ/錠菓・清涼菓子/その他で構成

1位 2位 1位
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主力ブランドは一部を除き、前中計期間で大幅伸長

16
出所：インテージSRI＋

2021年、2024年ブランド別・小売販売金額ベース

130％

カンデミーナグミ

194％

ピュレグミ

153％

ボイスケアのど飴

137％

ノンシュガー

160％

健康のど飴

129％

金のミルク

100％

カンロ飴

小売販売金額（2021年 対 2024年）

当社の主力ブランド伸長率
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中期経営計画2024の取組み・成果 課題

価値創造

・松本工場拡張等によるグミ生産能力増強

・店頭起点の営業活動強化による主力ブランドの販売拡大

・Z世代飴の原体験共創プロジェクト推進

・拡大する国内グミ市場の取り込み

・新たな顧客ニーズを捉えた商品・サービスの提供

・デジタルとリアルの接点拡大

ESG経営

・サステナビリティ委員会の新設

・当社３工場の電力を再生可能エネルギーに切り替え

・人権ポリシー制定

・環境負荷低減に向けた施策の具体化、実行

・人権デューデリジェンスの実施

事業領域の
拡大

・中国専用商品の開発及び販売開始

・ヒトツブカンロ事業の拡大（2024年原宿店オープン）

・Kanro POCKeTを核とした新たなデジタルプラット
フォーム構築

・グローバル事業の拡大

・ECへの集客（自社サイト会員の増加施策の実行）

・非連続含む更なる成長の追求

人財と組織
・社内パーパス浸透施策の実行

・人財投資の強化（研修の充実）

・パーパスに基づく行動浸透度の更なる向上

・事業戦略を支える人財の育成・確保

国内シェア拡大に向けたグミ生産能力の増強と

更なる成長に向けた事業戦略の推進・人財戦略の遂行が課題

当社の課題
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3. Kanro Vision 2.0
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ビジョン

長期的な成長を続けるには変化に対応する柔軟性と

ビジョンに基づく一貫性が求められる

「Sweetな瞬間を創り続けることで人々と社会に笑顔を。」

私たちカンロは、

不透明で決して明るいことばかりではない

いま、それから未来においても

常に生活者に寄り添いニーズに応える柔軟性と

ゆるぎないビジョンに向かいSweetな瞬間をつくり笑顔を生み出す企業を目指します。
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バリュー

ビジョンの実現に向けた4つのバリュー

新たな市場機会の創出と

事業モデルの構築

持続可能な

経済価値創出モデルの構築

サステナブルな未来に貢献

柔軟で適応力が高く、

イノベーションや協創が促進される

ことで、変化の激しい環境でも迅速

に成長し続ける

顧客を起点にしたステークホルダーへの3つのプロミス 企業文化

20

WHY

顧客起点により価値提供領域を

4つに特定
競争力の強化と

イノベーション促進

事業基盤を
変革する

Sweetな
瞬間を
創造する

未来へ
紡ぐ

創発的な組織の
更なる進化
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て

ビジョン

バリュー

21

Sweetな瞬間を創り続けることで人々と社会に笑顔を。

顧客を起点にしたステークホルダーへの３つのプロミス

創発的な組織の更なる進化

事業基盤を
変革する

Sweetな
瞬間を
創造する

未来へ
紡ぐ

Kanro Vision 2.0の全体像

パーパス

企業文化
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4-1. 事業戦略骨子
4. 中期経営計画2030

Copyright © 2025 Kanro Inc.
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中期経営計画2030 事業戦略 4つの骨子

国内グミ事業を中心に更なる成長を実現するとともに、
持続的成長のための事業領域拡大・ビジネスモデル拡張を進める

23

グローバル事業の拡大

米国へ集中して輸出拡大

本格進出のための事業基盤構築

マルチチャネル・D to C 化の推進
ヒトツブ・デジタル事業を更に拡大

顧客接点を増やし、コアファン醸成に

向けたCX推進

国内グミ事業で更なる成長を実現

継続的な新商品投入とキャパシティ拡大により、

市場の更なる活性化とシェア拡大を目指す

商品開発強化と機能性付加による

高価値化で国内飴・グミ事業を拡充

Sweetな瞬間を創造する
ー 国内グミ市場をドライバーとした売上・利益成長 ー

事業基盤を変革する

ー 事業領域の拡大・ビジネスモデルの拡張 ー

1

2

3

4
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Sweetな瞬間を創造する | ① 国内グミ事業で更なる成長を実現

成長を支える戦略投資の実施：グミライン新設

（2ラインから3ライン体制へ：生産能力約5割増強）

24

所在地

長野県東筑摩郡朝日村

大字古見字柳久保2216-1
（当社 朝日工場敷地内）

工場面積 延べ面積 6,916.75 ㎡

設備投資額 約 130 億円

投資内容
増築棟建設、グミライン新設、

自動倉庫新設等

生産開始時期 2027年7月（予定）

増築棟

朝日工場増築後 完成イメージ
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主に４つの提供価値領域で

顧客のSweetな瞬間をブランド基軸で創り続ける

25

ごほうび

プチ贅沢な時間を提供する

スイッチ
気持ちを切り替える
モチベーションを提供する

リラクゼーション

精神的な開放を提供する

ヘルスケア

自己ケアへのサポートを提供する

自分へのご褒美

おいしい小腹満たし

心をほぐし、癒す

緊張からの解放

ワクワクする

リフレッシュする

自分をいたわる

心と体を整える

提供価値
領域

Sweetな瞬間を創造する | ② 商品開発強化と機能性付加による高価値化で国内飴・グミ事業を拡充
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大きなグミ市場規模を有する米国に本格参入し

ピュレグミで売上拡大を目指す

国別グミ(*)１人あたり消費金額（2024年）
単位：円

単位：億円

国別グミ(*)市場規模（2024年）

（*） Sugar Confectioneryのうち「Pastilles, Gummies, Jellies and Chews」

26

出所：Euromonitor International（2024年の平均為替レート円換算）
国別グミ市場規模(2024年)の日本のみインテージSRI＋

12,917 

2,486 

2,216 

2,054 

1,246 

1,138 

アメリカ

中国

イギリス

ドイツ

フランス

日本

3,842 

3,223 

2,426 

1,883 

1,721 

1,176 

アメリカ

イギリス

ドイツ

フランス

香港

日本

事業基盤を変革する | ③ グローバル事業の拡大

米国向け
商品開発

現地
法人
設立

輸出拡大

販促強化

FY25~26 FY27~28 FY29~30

事業拡大

販売体制
構築
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顧客資産化

継続的コミュニケーション

Kanro POCKet会員化
ID取得

自社接点拡大

能動的来訪者のつなぎとめ

外部接点リーチ

潜在関心層を自社接点へ

” 顧客とのエンゲージメント強化 ”
統括的なコミュニケーションを行いカンロのファンを醸成するためCXを推進する

27

小売店舗等

カンロコミュニティ

ファンの声
を商品

(ブランド)
サービス
に活かす

顧客リスト
データ

タッチポイント

TVCM・PR・商品 等

直営店
ひとつぶ研究所（ハラカド）

イベント等

商品情報・ブランドサイト
チャットボット・FAQ

SNS公式アカウント
コーポレートサイト
ポッドキャスト等

様々な
タッチポイントで
カンロらしい

コミュニケーション
を行い

ファンを醸成する

EC
ＣＲＭ（接客）

事業基盤を変革する | ④ マルチチャネル・D to C 化の推進（LTV向上型モデル）
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4-2. 事業戦略
4. 中期経営計画2030

Copyright © 2025 Kanro Inc.
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既存マーケット（国内） 新規マーケット

新規商品
・

新規チャネル

既存商品
・

既存チャネル

“ Kanro Vision 2.0 ”の実現に向けて
「顧客の拡張・深化」を通じて事業基盤を変革する

海外進出

グローバル事業
デジタル事業

国内における
周辺市場の取り込み

新たな商品・収益モデル

コア事業

ブランド基軸
差別化戦略の強化

ヒトツブカンロ
事業

フューチャー
デザイン事業

事業ポートフォリオの構築

29
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事業戦略 | コア事業

定量目標(事業別売上高)

2030年に売上高410億円を目指す

施策

高価値商品の
継続投入による
市場活性化

• グミ市場を更に活性化すべく

既存ブランドの強化を進めつ

つ、継続的に新商品を開発、

市場投入する

• 研究か開発力を活かした商品

開発により、当社ならでは

の新しい味・食感の高価値

商品の開発を継続する

1
店頭起点の

営業活動強化

• 店頭活動を強化した人員

体制の構築および新ブラ

ンドと顧客との接点を拡

大する

• 店頭から収集した情報を

フィードバックし、商品

開発に活用する

2
営業部門DX化

の推進

3単位：億円

KPI

FY24 FY30目標

飴当社
シェア

No.1
19.4% No.1

グミ当社
シェア

No.2
15.9%

No.1

出所:インテージSRI＋30

300 316 

410 

0

100

200

300

400

500

FY24 FY25 FY30

国内市場の活性化および飴・グミともに

確固たる国内販売金額シェアNo.1を実現する

• SFA・RPA・BIツールを
活用し、マネジメント強化

と業務効率化を推進すると

共に、デジタルツールを駆

使した提案型営業の強化を

図る
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米国市場における更なる成長のための事業基盤を確立し、
全社売上高に占める海外売上比率10%を目指す

定量目標(事業別売上)

2030年に全社売上高比率10%を目指す

施策

米国へ集中して
輸出拡大

1
米国における
販売体制の構築

2
中国・アジア
向け販売拡大

3

・米国グミ市場への
参入をスピードアッ
プする

・国内品と同等品質
の商品を展開する

・まずは西部エリア
中心に進出する

￥

・現地法人を設立し、
販売活動を推進する

・ブランド認知向上
のマーケティング
活動を本格化する

・現地流通業者への
アプローチを開始する

・中国市場を開拓
する戦略ブランド
を決め、集中展開
する

・台湾・香港等への
販促活動を充実し、
ブランド認知度を
向上 売上拡大を
目指す

ロードマップ

FY25~26 FY27~28 FY29~30

目標展開
店舗数

展開対象
店舗

300店舗~ 5,000店舗～

日系/アジア
系小売店

米系地域
展開小売店

全米展開
小売店

事業戦略 | グローバル事業

31

単位：億円

2.2
3 

50 

0.7%

10%

0%

10%

20%

30%

0

10

20

30

40

50

60

FY24 FY25 FY30

海外
売上高
比率
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￥

リアルとオンラインにおける顧客との接点を強化し、

次を担うブランド育成とサービスの充実によりヒトツブ事業を拡大する

事業戦略 | ヒトツブカンロ事業

定量目標(事業別売上)

KPI

施策

顧客接点を活かし
ロイヤリティを高める

・グミッツェル、mofuwa等の
高価値商品で集客力を高める

・ヒトツブカンロでの購入体験により、
カンロブランドの認知度並びに
顧客ロイヤリティの向上を図る

・リアル店舗とオンラインショップの
連携を強化し、シームレスなサービス
を提供する

1
差別化された
商品を通じた

カンロブランドの育成

・グミッツェルに次ぐ商品開発と
ブランド育成で継続的な成長を狙う

・ 差別化された商品の販売を通じて、
 カンロのブランドイメージを向上
させる

・ 研究開発と連動し、サステナブル
な視点での「ヒトツブカンロearth」
ブランド商品を強化する
 

2

*ヒトツブカンロ事業の売上高は、グミ・飴等に含む

32

2030年に売上高 25 億円を目指す

FY24実績 FY30目標

延べ
来店客数 256万人 480万人

ヒトツブ
ブランド
認知率

15.4％ 40％

14.8 16 

25 

0

10

20

30

40

50

60

FY24 FY25 FY30

単位：億円
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￥

ブランド価値向上のプラットフォームを構築することで、

DtoC 事業による新たな収益モデルを実現する

事業戦略 | デジタル事業

KPI

施策

33

収益性と売上成長を見据えた
ビジネスモデルを確立する

FY24実績 FY30目標

KanroPOCKeT
会員数 24万人 150万人

単位：億円

*ヒトツブカンロEC除く

KanroPOCKeT
顧客ロイヤリティ

(NPS®) （*）

FY2024スコアに対し

+10

EC専用商品の開発

• DtoCのビジネスメリットを
活かした、既存商品ブランドの

   体験価値向上につながる
商品及びサービスを企画開発する

2

包括的なCRMの実施
によるCX向上

• KanroPOCKeTを活用し、当社事
業活動に関わる顧客データを統合

する

• ファンコミュニティ

「KanroPOCKeT X（クロス）」
を軸に包括的なCRMマーケティン
グを継続して実施し、ロイヤル

マーケティングを遂行する

3
高収益事業スキームの確立

• 顧客に寄り添った高価値商品

並びにサブスク等の新たな

サービスを提供する

1

ー

定量目標(事業別売上)

0.5 1 

15 

0

10

20

30

40

50

60

FY24 FY25 FY30

（*） NPSはベイン･アンド･カンパニー、フレッド・ライクヘルド、
NICE Systems, Inc.の登録商標又はサービスマークです。
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4-3. サステナビリティ・経営基盤
4. 中期経営計画2030

Copyright © 2025 Kanro Inc.
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  未来へ紡ぐ | サステナビリティ ( マテリアリティに関する取組み)

事業を通じて社会課題の解決に寄与しながら、

企業価値を向上させることで、人と社会の持続的な未来に貢献する

健康福祉の増進

⚫ スポーツイベント、地域貢献活動、教育CSRと連動して、糖の価
値創造につながる企画を実施

食の多様性への配慮

⚫ ウェルビーイング向上を目的とした商品開発

糖の価値創造・社会貢献

商品の安全衛生

⚫ 商品設計基準の見直しを実施し、食品ロスを削減

責任あるマーケティングと表示

• ユニバーサルデザインを意識した商品設計

食の安全・安心

温室効果ガス排出量の削減

⚫ サプライチェーン全体での環境負荷削減に向けた働きかけ

⚫ 温室効果ガス削減につながるESG投資の実施
⚫ 廃棄プラスチック削減を目的とした再生プラスチックの利用拡大

事業を通じた環境負荷削減

人権の尊重

⚫ 人権デューデリジェンスの実施

多様な人材の活躍

⚫ 両立支援施策の実施

⚫ デジタル人財・グローバル人財等の育成・確保

人権の尊重・ダイバーシティの推進

未来へ
紡ぐ

35
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  創発的な組織の更なる進化 | 経営基盤 （人財戦略/DX戦略）

“ Kanro Vision 2.0 ”の実現に向けて
経営基盤強化・エンゲージメント向上のための施策を実行する

⚫ パーパスドリブン実践に向けた施策の実施

⚫ チャレンジと成長を促す人事制度の整備

⚫ 働き方や価値観の多様化に対応した自律的な働き方の推進

⚫ ダイバーシティ＆インクルージョンの更なる推進

エンゲージメントの向上

⚫ 経営戦略、事業戦略に連動した“人財戦略”の遂行

（グローバル・デジタル事業の拡大に向けた人財育成・確保）

⚫ S&OP推進・生産性/競争性向上を実現する“DX戦略”の遂行

（ DX等の経営基盤投資の実施）

中期経営計画2030の実行のための経営基盤強化

36

“ Kanro Vision 2 .0 ” 実現に向けた4つのバリュー

事業基盤
を

変革する

Sweetな
瞬間を
創造する

未来へ
紡ぐ

創発的な組織
の

更なる進化
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指標 中計2024実績 2030年目標

糖に対する
正しい知識の普及活動 累計 939 万人 累計 1,500 万人

温室効果ガス排出量 
( Scope 1 - 3 )

Scope 1 - 2

10,828 t-CO2

Scope 1 - 2

10,000 t-CO2

Scope 3

87,308 t-CO2

Scope 3

110,000 t-CO2

従業員
エンゲージメントスコア 51.9 % 70 %以上

37

定量目標（サステナビリティ・経営基盤）
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4-4. 財務・資本戦略
4. 中期経営計画2030

Copyright © 2025 Kanro Inc.
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定量目標（財務目標）

2030年財務目標をアップデート(上方更新)

指標 2024実績 2025年予想 2030年目標

売上高 317 億円 336 億円 500 億円以上
（CAGR : 7.8%以上）

営業利益率 13.5 % 12.9 % 13 %以上

EBITDA 57.8 億円 ー 100 億円

ROIC 20.5 % 16.9 % 11 %以上

ROE 20.8 % 18.2 % 15 %以上

39 (*)当社のEBITDAは営業利益＋減価償却費と定義しております。

(*)
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*想定株主資本コスト6～8%

ROIC経営で成長投資をドライブ＋レバレッジ活用等により資本コスト低減

財務・資本戦略 | 基本方針

企業価値向上に向けた基本方針

資本コスト

キャッシュフロー

企業価値＝

資本コストの
低減

⚫ 有利子負債活用による財務レバレッジ

引上げ（資本構成最適化） 

⚫ IR/SR活動の深化：投資家との建設的な対話の

強化・拡大、開示拡充による事業理解促進

キャッシュ
フローの
最大化

「稼ぐ力」
の向上

資本効率の
改善

⚫ 伸長する国内グミ市場に向けた成長投資

⚫ グローバル（米国）市場への本格参入

⚫ 「KanROICツリー」による現場起点のKPI管理

⚫ 成長投資とのバランスに鑑みた安定した株主還元

40
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グミライン新設等によるキャッシュフローの最大化を実現し、

更なる成長投資を加速する
FY25~30の累計キャッシュフロー（単位：億円）

営業CF
約 320

借入
≥ 110

設備投資・
経営基盤投資
約 250

株主還元
≥ 80

成長投資枠
≥  100

営業CFの最大化
⚫ 戦略投資を梃子にしたコア事業の

「稼ぐ力」の向上

⚫ 新規事業の育成・規模拡大

借入活用によるレバレッジ適正化

⚫ 財務安定性を毀損しない範囲で

有利子負債を活用

⚫ 資本構成最適化による資本コスト低減

Cash-in Flow Cash-out Flow
戦略投資の積極的実行

⚫ 工場増築/ライン新設投資 約130億円
⚫ 更新/能力増強/ESG投資 約90億円
⚫ R&D投資 約15億円
⚫ DX等の経営基盤投資 約15億円
⚫ 資本コストを基準とした投資採算管理

機動的な追加の設備投資・海外投資

⚫ 追加の資金調達等の活用含め、
成長を追求

⚫ 中計期間内でのローリング実施

安定した株主還元

⚫ 配当性向40%・1株当たり配当93円を下限
⚫ 投資進捗や資金効率状況によっては、
追加の還元を検討

財務・資本戦略 | キャッシュアロケーション（FY25~30）
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15.0 16.0
20.0

31.5

58.0

93.0

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

FY2019 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2030

1 株当たり配当金 配当性向

配当性向40%を基本に

1株あたり93円を下限に設定

営業キャッシュフローの伸長により、成長・戦略投資と安定配当を両立

40.0％

配当

93.0
円

42

単位：円

財務・資本戦略 | 株主還元方針
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Kanro Vison 2.0

FY2025-FY2027 FY2031～

投資CF
（グミ新ライン
他戦略投資）

投資CF

投資CF
（成長投資枠）

営業CF

営業CF

成長投資による
営業CF増

営業CF

投資CF
投資CF

～

～

成長投資枠の活用で Kanro Vision 2.0 実現に向けた非連続含む更なる成長を追求

成長投資枠

43

中期経営計画2030

FY2028-FY2030



Copyright © 2025 Kanro Inc.  

主要施策サマリー

⚫ グローバル事業の拡大

⚫ ヒトツブカンロ事業の拡充

⚫ ECによる高収益事業スキームの確立

⚫ リアルとデジタルの融合による

    カンロファンの醸成・LTV向上

⚫ 糖の正しい知識の普及活動の推進

⚫ 環境負荷低減策の推進

⚫ 食の安全・安心

⚫ 人権の尊重・ダイバーシティの推進

⚫ 持続可能な経済価値創出モデルの構築

⚫ パーパスドリブンの実践

⚫ チャレンジと成長を促す人事制度の整備

⚫ 働きがいのある職場環境の整備と業務効率化の推進

⚫ イノベーション促進に向けた投資

工場増築/ライン新設投資、R＆D投資

⚫ 顧客起点による４つの価値を提供

ごほうび/スイッチ/ヘルスケア/リラクゼー

ション 

⚫ ブランド基軸経営の推進

（高価値化×高収益商材比率のUP）

創発的な組織の更なる進化

Sweetな瞬間を創造する 事業基盤を変革する 未来へ紡ぐ

財務指標 2030 年目標

売上高 500 億円以上
（CAGR : 7.8%以上）

営業利益率 13 %以上

EBITDA 100 億円

ROIC 11 %以上

ROE 15 %以上

非財務指標 2030 年目標

糖に対する
正しい知識の
普及活動

累計 1,500 万人

温室効果ガス
排出量 
(Scope1-3)

Scope1-2
10,000 t-CO2

Scope3
110,000 t-CO2

従業員
エンゲージ
メントスコア

70 %以上

44

中期経営計画2030サマリー
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